
市立函館病院は昨年９月、ダヴィンチによる初の手術を
直腸がんで成功させた。ダヴィンチのメリットは傷が小さく、
出血も抑えることができ、手術後の回復が早いこと。
同病院では消化器外科に続き、呼吸器外科、婦人科、泌
尿器科でもダヴィンチの手術を開始した。

市立函館病院は手術支援ロボット「ダヴィンチ」を導入

　
　
　
　

国
イ
ン
テ
ュ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ー
ジ
カ

　
　
　

ル
社
が
１
９
９
９
年
に
開
発
し
た

　
　
　

医
師
の
手
術
を
支
援
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」
は
精
緻
な
低
侵
襲
性
手

術
を
よ
り
安
全
に
提
供
で
き
る
こ
と
か
ら
道

内
で
も
導
入
す
る
病
院
が
増
え
て
い
る
。
市

立
函
館
病
院
は
昨
年
９
月
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
に

よ
る
初
の
手
術
を
直
腸
が
ん
で
成
功
さ
せ
た
。

道
南
で
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
導
入
し
て
い
る
の
は

函
館
五
稜
郭
病
院
と
同
病
院
だ
け
だ
。

　

同
病
院
が
導
入
し
た
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
X
i
は

第
４
世
代
に
あ
た
る
最
新
鋭
機
。
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
は
数
カ
所
の
小
さ
な
穴
か
ら
カ
メ
ラ
や
鉗

子
な
ど
の
手
術
器
具
を
挿
入
し
、
術
者
は
３

D
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
手
術
を
す
る
。
体

へ
の
負
担
の
少
な
い
手
術
が
大
き
な
特
徴
だ
。

「
当
院
で
は
手
術
を
執
刀
す
る
医
師
や
麻
酔

科
医
、
看
護
師
、
臨
床
工
学
技
士
な
ど
に
よ

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
や
運
用
面
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
重
ね
て
き
ま
し
た
」
。
導
入
が
正
式

決
定
後
は
北
大
や
弘
前
大
な
ど
で
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
手
術
を
見
学
す
る
な
ど
新
し
い
技
術
を
吸

収
し
て
き
た
。

　

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
中
西
一
彰
副
院
長

は
北
大
卒
後
、
同
大
学
第
一
外
科
（
消
化
器

外
科
）
に
入
局
。
道
内
の
関
連
病
院
や
国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
（
肝
が
ん
の
研

究
）
、
北
大
病
院
な
ど
を
経
て
、
２
０
１
６

年
市
立
函
館
病
院
へ
赴
任
し
た
。
日
本
肝
臓

学
会
専
門
医
・
指
導
医
、
日
本
肝
胆
膵
外
科

学
会
評
議
員
・
高
度
技
能
指
導
医
な
ど
の
資

格
を
有
し
、
肝
胆
膵
領
域
、
特
に
肝
臓
を
専

門
と
す
る
外
科
医
だ
。

　

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
メ
リ
ッ
ト
は
傷
が
小
さ
く
、

出
血
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
手
術
後
の
回

復
が
早
い
こ
と
。
複
数
の
関
節
構
造
を
持
つ

鉗
子
は
人
間
の
手
よ
り
可
動
域
が
あ
り
、
手

振
れ
を
補
正
す
る
機
能
を
備
え
て
い
る
。
一

方
、
鉗
子
類
に
は
触
覚
が
な
い
。
「
視
野
外

で
鉗
子
シ
ャ
フ
ト
が
臓
器
圧
迫
を
き
た
し
て

も
そ
の
感
覚
は
な
く
、
臓
器
損
傷
に
は
最
大

の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
」
。
さ
ら

に
医
師
で
あ
れ
ば
誰
で
も
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
使

っ
て
簡
単
に
手
術
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

製
造
元
で
あ
る
イ
ン
テ
ュ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ー
ジ

カ
ル
社
の
定
め
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
終
了
し
、

認
定
資
格
を
取
得
し
た
医
師
だ
け
が
執
刀
で

き
る
。

　

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
登
場
以
降
、
十
分
な
開
腹

手
術
と
腹
腔
鏡
手
術
の
経
験
を
積
む
前
に
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
を
行
う
事
例
も
あ
る
よ
う
だ
。

「
外
科
学
会
で
も
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
が
、
消
化
器
外
科
で
は
開
腹
手
術
と
腹
腔

鏡
手
術
の
経
験
の
先
に
あ
る
の
が
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
で
す
。
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
中
に
ア
ク
シ
デ

ン
ト
が
発
生
し
た
場
合
、
開
腹
が
必
要
に
な

る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
当
院
で
は
大
腸

が
ん
の
手
術
が
多
い
の
で
、
開
腹
、
腹
腔
鏡
、

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
症
例
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
、
成
長
過
程
の
若
手
医
師
を

教
育
し
て
い
き
ま
す
」
。
同
病
院
で
は
消
化

器
外
科
に
続
き
、
呼
吸
器
外
科
、
婦
人
科
、

泌
尿
器
科
で
も
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
の
手
術
を
開
始

し
た
。
中
西
副
院
長
は
「
道
南
で
も
最
先
端

の
が
ん
手
術
を
提
供
で
き
る
病
院
が
増
え
た

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

米

手術支援ロボット「ダヴィンチ」のメリットやデメリットに
ついて説明をする市立函館病院の中西一彰副院長

中西  一彰
市立函館病院副院長



函館市からの依頼を受けた市立函館病院は
障害者施設やグループホーム、救護施設、
老人ホームへ計17回スタッフを派遣。
接種人数は延べ1000人を超える。

高齢者施設などへ「ワクチンキャラバン隊」を派遣

　
　
　
　

月
６
日
、
国
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

　
　
　

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
累
計
は
３
千

　
　
　

万
人
を
超
え
た
。
国
内
で
初
め
て

の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
２
０
２
０
年
１
月

か
ら
３
年
で
、
日
本
の
人
口
の
約
25
％
が
感

染
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
重
症

化
予
防
と
感
染
や
発
症
の
予
防
を
目
的
と
し

て
い
る
。
昨
年
秋
以
降
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対

応
ワ
ク
チ
ン
は
従
来
型
の
ワ
ク
チ
ン
効
果
に

加
え
，
変
異
し
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
専
用
に
開

発
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を
併
せ
持
っ
た

「
２
価
ワ
ク
チ
ン
」
だ
が
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
率
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
昨
年
12
月

27
日
ま
で
の
接
種
者
は
全
国
で
４
４
１
２
万

人
、
接
種
率
は
35
・
０
％
だ
（
内
閣
官
房
の

集
計
）
。
２
回
目
ま
で
の
接
種
率
80
・
４
％
、

３
回
目
ま
で
の
67
・
７
％
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
利
便
性
を

目
的
と
し
て
職
場
や
施
設
な
ど
で
接
種
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
医
療
・
事
務
ス

タ
ッ
フ
を
派
遣
す
る
「
ワ
ク
チ
ン
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
」
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。

函
館
市
で
は
市
立
函
館
病
院
が
函
館
市
内
や

近
郊
の
施
設
な
ど
へ
ワ
ク
チ
ン
キ
ャ
ラ
バ
ン

隊
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
同
病
院
の

森
下
清
文
院
長
は
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
調
整

が
困
難
な
高
齢
者
施
設
な
ど
に
つ
い
て
、
函

館
市
か
ら
の
協
力
依
頼
を
受
け
、
２
０
２
１

年
６
月
か
ら
当
院
の
職
員
を
施
設
に
派
遣
し

て
、
接
種
を
行
っ
て
き
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

昨
年
12
月
中
旬
ま
で
に
同
病
院
ワ
ク
チ
ン

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
訪
問
し
た
の
は
障
害
者
施

設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
救
護
施
設
、
老
人

ホ
ー
ム
へ
計
17
回
、
接
種
回
数
は
千
件
を
超

え
た
。
派
遣
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
医
師
や
看
護

師
、
薬
剤
師
、
事
務
の
６
〜
８
人
で
、
森
下

院
長
は
17
回
の
ほ
と
ん
ど
で
予
診
を
担
当
し

て
き
た
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
業
務
内
容
は
予

診
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
薬
品
充
填
作
業
、
接

種
後
の
経
過
観
察
、
救
急
対
応
、
受
付
・
ワ

ク
チ
ン
の
在
庫
管
理
な
ど
。

昨
年
12
月
13
日
は
、
は
こ
だ
て
療
育
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
等
57
人
の
５
回

目
の
接
種
を
行
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は

「
感
染
拡
大
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態

が
続
い
て
い
る
の
で
、
施
設
に
来
て
頂
け
る

の
は
と
て
も
助
か
り
ま
す
」
と
感
謝
し
て
い

る
。

１

2022年12月13日、はこだて療育・自立支援センターにて、
５回目のワクチン接種が実施された。
写真上は予診を行っている市立函館病院の森下清文院長。
写真下はワクチン接種をしている市立函館病院副看護局長
の寺田恵子さん



　
「
団
塊
の
世
代
」
が
全
員
75
歳
以
上

と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
医
療
や
介
護

の
需
要
は
増
大
す
る
。
医
療
資
源
が
限

ら
れ
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
従
事

者
が
高
い
専
門
性
を
発
揮
し
、
チ
ー
ム

医
療
を
推
進
し
な
が
ら
患
者
の
状
態
に

応
じ
た
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。医
療
者
の
中
で
、

看
護
師
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
非
常
に

大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
医
師
の
判
断

を
待
た
ず
に
看
護
師
が
一
定
の
診
療
行

為
を
で
き
る
「
特
定
行
為
」
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。

　

診
療
の
補
助
の
う
ち
、
高
度
か
つ
専

門
的
な
知
識
及
び
技
能
が
特
に
必
要
と

さ
れ
る
行
為
が
特
定
行
為
で
、
今
後
の

在
宅
医
療
な
ど
を
支
え
て
い
く
看
護
師

を
計
画
的
に
養
成
す
る
こ
と
が
目
的
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
定
行
為

を
手
順
書
に
よ
り
行
う
場
合
は
看
護
師

に
特
定
行
為
研
修
の
受
講
が
必
要
と
な

る
が
、
市
立
函
館
病
院
（
森
下
清
文
院

長
）
は
特
定
行
為
研
修
の
指
定
研
修
機

関
と
し
て
指
定
さ
れ
た
（
道
南
地
区
の

指
定
研
修
機
関
は
同
病
院
と
国
立
病
院

機
構
函
館
病
院
の
２
施
設
）。

　

特
定
行
為
は
イ
ン
ス
リ
ン
の
投
与
量

の
調
整
な
ど
の
診
療
の
補
助
で
あ
り
、

看
護
師
が
手
順
書
で
行
う
場
合
に
実
践

大山 隼人

特定行為看護師とは
特定行為研修の指定研修機関として
指定された市立函館病院から第１号
の特定行為看護師が活躍中。

市立函館病院
救命救急センター

市立函館病院メディカルシミュレーションセンターで動脈ライン確保について説明する大山隼人さん



的
な
理
解
力
、
思
考
力
及
び
判
断
力
、

並
び
に
高
度
か
つ
専
門
的
な
知
識
と
技

能
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
38
の
行
為
で

21
区
分
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
同
病
院

が
行
う
区
分
研
修
は
呼
吸
器
（
人
工
呼

吸
療
法
に
係
る
も
の
）
関
連
、
循
環
器

関
連
、
動
脈
血
液
ガ
ス
分
析
関
連
の
３

区
分
が
あ
る
。

　

２
０
１
２
年
に
集
中
ケ
ア
認
定
看
護

師
の
資
格
を
習
得
し
た
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
所
属
の
大
山
隼
人
さ
ん
は
、
一
昨

年
春
か
ら
１
年
間
に
及
ぶ
特
定
行
為
研

修
を
修
了
。
自
ら
の
判
断
で
診
療
行
為

が
で
き
る
特
定
行
為
看
護
師
（
院
内
呼

称
）
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
大
山
さ

ん
は
３
つ
の
区
分
を
す
べ
て
研
修
し

た
。
研
修
は
全
て
の
特
定
行
為
区
分
に

共
通
す
る
も
の
の
知
識
向
上
を
図
る
研

修
と
、
特
定
行
為
区
分
ご
と
に
異
な
る

も
の
の
技
術
向
上
を
図
る
研
修
の
２
つ

が
あ
る
。「
共
通
科
目
は
２
５
０
時
間
、

区
分
別
科
目
は
３
区
分
で
約
60
時
間
の

合
計
３
０
０
時
間
以
上
で
す
。
研
修
は

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
中
心
で
す
が
、
恵
ま

れ
て
い
た
こ
と
に
当
院
で
は
週
２
日
を

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
集
中
で
き
る
時
間
を

設
け
て
く
れ
ま
し
た
。
１
コ
マ
１
時
間

で
１
コ
マ
終
了
後
に
は
確
認
テ
ス
ト
が

必
ず
出
題
さ
れ
ま
す
」

　

共
通
科
目
終
了
後
、
区
分
別
科
目
の

実
習
は
必
要
な
症
例
数
を
経
験
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
大
山
さ
ん
は

特
定
行
為
区
分
「
動
脈
血
液
ガ
ス
分
析

関
連
」
が
症
例
数
に
達
し
た
こ
と
で
、

特
定
行
為
看
護
師
と
し
て
認
定
さ
れ

た
。
同
区
分
の
特
定
行
為
は
直
接
動
脈

穿
刺
法
に
よ
る
採
血
と
橈
骨
（
と
う
こ

つ
）
動
脈
ラ
イ
ン
の
確
保
で
、
大
山
さ

ん
は
医
師
か
ら
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
多

く
な
り
、
昨
年
11
月
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ

40
例
ほ
ど
実
施
し
て
き
た
。

　

動
脈
と
は
血
液
を
心
臓
か
ら
全
身
の

各
組
織
に
送
り
出
す
血
管
の
こ
と
。「
動

脈
ラ
イ
ン
確
保
は
酸
素
の
割
合
が
十
分

に
取
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
な

ど
、
動
脈
か
ら
血
液
採
取
を
頻
繁
に
実

施
す
る
際
や
全
身
状
態
が
不
安
定
な
た

め
血
圧
を
持
続
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
に
動
脈
内
に

チ
ュ
ー
ブ
を
留
置
し
ま
す
。
手
順
書
で

決
め
ら
れ
た
処
置
を
行
い
ま
す
が
、
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
時
な
ど
は
中
断
し
て

医
師
に
指
示
を
求
め
ま
す
」。
同
病
院

で
は
今
年
度
か
ら
３
人
が
研
修
を
受
講

中
だ
。

呼吸器（気道確保に係るもの）関連 

呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連 

呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連 

循環器関連 

心 嚢ドレーン管理関連 

胸腔ドレーン管理関連 

腹腔ドレーン管理関連 

ろう孔管理関連 

栄養に係るカテーテル管理（中心静脈

カテーテル管理）関連

栄養に係るカテーテル管理（末梢留置型

　中心静脈注射用カテーテル管理）関連 

創傷管理関連 

創部ドレーン管理関連 

動脈血液ガス分析関連 

透析管理関連 

栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 

感染に係る薬剤投与関連

血糖コントロールに係る薬剤投与関連

術後 疼とう痛管理関連

循環動態に係る薬剤投与関連

精神及び神経症状に係る薬剤投与関連

皮膚損傷に係る薬剤投与関連

特定行為区分



市立函館病院は２０００年11月には全国で10例目、
北海道では最初の脳死下臓器提供を実施した。
新型コロナへの積極的な対応を行いながらも臓器
提供を実施したことが高く評価されている。

臓器移植推進国民大会で厚生労働大臣から感謝状

　
　
　
　

生
労
働
省
及
び
（
公
社
）
日
本
臓

　
　
　
　

器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
昨
年
10

　
　
　
　

月
、
札
幌
に
て
「
第
2
3
回
臓
器

移
植
推
進
国
民
大
会
」
を
開
催
し
た
。

　

国
民
大
会
は
毎
年
、
臓
器
移
植
普
及
推
進

月
間
で
あ
る
1
0
月
に
合
わ
せ
、
臓
器
移
植

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
臓

器
提
供
に
関
す
る
意
思
表
示
の
呼
び
か
け
な

ど
、
臓
器
移
植
の
一
層
の
定
着
及
び
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。

　

２
０
２
２
年
度
は
「
わ
た
し
の
意
思
を
未

来
に
つ
な
げ
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
ト
ー
ク
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
地
元
の
高
校
生
や
大
学
生
を

中
心
に
日
頃
か
ら
臓
器
移
植
に
携
わ
る
医
師

や
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
実
際
に

臓
器
提
供
を
し
た
家
族
や
臓
器
移
植
を
受
け

た
人
が
参
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
伝

え
た
。

　

１
９
９
７
年
臓
器
移
植
に
関
す
る
法
律
が

施
行
、
２
０
１
０
年
に
は
改
正
臓
器
移
植
法

が
全
面
施
行
さ
れ
、
本
人
の
意
志
が
不
明
な

場
合
に
も
家
族
の
承
諾
で
脳
死
後
の
臓
器
提

供
が
可
能
と
な
っ
た
。
市
立
函
館
病
院
は
１

９
９
８
年
、
脳
死
後
・
心
停
止
後
の
臓
器
提

供
施
設
に
選
定
さ
れ
、
２
０
０
０
年
11
月
に

は
全
国
で
10
例
目
、
北
海
道
で
は
最
初
の
脳

死
下
臓
器
提
供
を
行
っ
た
。

　

国
民
大
会
で
は
厚
生
労
働
大
臣
の
感
謝
状

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
臓
器
移
植
の
推
進
に
顕

著
な
貢
献
を
し
た
国
内
の
64
病
院
、
道
内
か

ら
市
立
函
館
病
院
を
含
む
５
病
院
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
。
同
病
院
は
札
幌
以
外
で
道

内
で
は
最
も
多
く
の
臓
器
提
供
を
行
な
っ
て

い
る
。
２
０
２
１
年
に
は
日
本
移
植
学
会
が

設
け
る
「
第
１
回
岩
城
賞
」
を
受
賞
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
を
受

け
、
国
内
の
臓
器
提
供
が
減
っ
て
い
る
中
で
、

同
病
院
は
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
積
極
的
な
対
応

を
行
い
な
が
ら
も
臓
器
提
供
を
実
施
し
て
い

る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

国
民
大
会
で
の
感
謝
状
贈
呈
後
の
挨
拶
で
、

森
下
院
長
は
「
当
院
は
道
内
で
最
も
歴
史
の

古
い
病
院
で
す
。
１
８
６
９
年
の
箱
館
戦
争

で
は
敵
味
方
の
区
別
な
く
戦
傷
者
を
治
療
し

ま
し
た
が
、
そ
の
先
輩
た
ち
の
崇
高
な
理
想

は
理
解
さ
れ
ず
兵
士
達
に
切
り
殺
さ
れ
た
と

い
う
悲
し
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
非
常
時
に
関
わ
ら
ず
臓
器
を
提
供
し

て
下
さ
る
と
い
う
崇
高
な
意
思
を
，
必
要
と

し
て
い
る
人
に
無
事
繋
げ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
偉
大
な
先
輩
た
ち
か
ら
も
少
し
は
褒
め

て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

回
、
こ
の
よ
う
に
表
彰
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
大
変
光
栄
な
こ
と
で
す
」
と
話
を
し
た
。

厚

感謝状を贈られた森下清文院長。

第23回臓器移植推進国民大会の厚生労働大臣
感謝状贈呈式で挨拶をする森下清文院長。

森下 清文
市立函館病院院長


